
（全３枚中の１枚目）  

 
校種  養護教諭  受験番号  

 

 

⑥    養護一般   解答例 

 

１  

（１） 

各１点 

５点 

① 臀部 ② 正中線 ③ 体側 

④ 眼耳水平位 ⑤ 顎   

（２） 

1 点 
思春期成長促進        現象     

（３） 

各１点 

７点 

① ａ 実測 ｂ 標準  

② 

ｃ イ ｄ ケ ｅ ウ 

ｆ コ ｇ シ   

 

２ 

① 予防 ② 医療 ③ 予防接種 

④ 療養 ⑤ 編入 ⑥ 軽減 

⑦ 制限 ⑧ 座席 ⑨ 編制 

⑩ 保健指導     

各１点 

   １０点 

３ 

（１） 

名称 

各２点 

記号 

各１点 

 

１５点 

① 名称 視床 記号 ｂ 

② 名称 視床下部 記号 ｆ 

③ 名称 中脳 記号 ｉ 

④ 名称 小脳 記号 ｃ 

⑤ 名称 延髄 記号 ｇ 

（２） 

各１点 

７点 

① 

ア 意識 イ 頚髄 ウ 頚椎 

エ 呼吸 ※イ，ウは順不同  

② 

（例）ものが二重に見える。 

（例）時・場所・人が正確に分からない。打撲前後のことを覚えていない。 

（例）混乱や興奮状態。普段と違う行動パターン。ふらつき。 などから３つ 



（全３枚中の２枚目）  

 
校種  養護教諭  受験番号  

 

 

⑥    養護一般   解答例  

４  

（１） 

各２点 

１０点 

① 尿細管 ② 腎動脈 ③ 糸球体 

④ 腎盂 ⑤ 尿管  

 

（２） 

各１点 

２点 

 

（例）・ビタミンＣ（アスコルビン酸）を含むサプリメントやビタミン剤などは，検査前日

の朝から摂取を控える。 

・検査前日は夜間に及ぶ激しい運動は控える。 

・就寝直前にトイレに行って完全に排尿する。 

・朝一番の早朝第一尿（安静時の尿）を採取する。 

・出始めの尿は捨て，途中の尿（中間尿）を採取する。 

・月経時の場合は，可能であれば延期（別日に）する。 などから２つ 

 

５  

（１） 

各１点 

４点 

① 健康相談 ② 健康状態 ③ 保護者 

④ 助言  

（２） 

４点 

① 

各１点

２点 

（例）・タブレットを使うときは姿勢よく，タブレットを見るときは目から 30cm 以上

離して使う。 

・30 分に 1 回はタブレットの画面から目を離して，20 秒以上遠くを見る。 

・少なくとも寝る１時間前からデジタル機器の利用を控える。 

・時間を決めて遠くを見たり，目が乾かないようにまばたきをしたりして，自

分の目を大切にする。 

・〇分使ったら１回中断する，学校のタブレットは学習に関係のないことに使

わないなど，学校や家庭のルールを守って使う。 などから２つ 

② 

１点 

（例）・朝，朝食を食べることにより，胃や腸が刺激を受け，眠っていた体が目を覚

まし，体温が上がって活動しやすくなるとともに，腸の働きが活発になり便

通がよくなることを理解できるよう指導する。 

・朝食を摂らずに運動すると，エネルギー不足で集中できないため，けがをし

やすくなったり体調不良を起こしたりしやすいため危険であることを理解で

きるよう指導する。 

・脳もエネルギーを消費する臓器であるため，朝食の摂取状況が午前中の学習

にも影響を及ぼすことを理解できるよう指導する。 など 

③ 

１点 

（例）・朝食を摂る時間を確保できるよう生活リズムに気を付ける必要があることを

知らせる。 

・担任等と連携し，本人が生活リズムの振り返り，改善するための取組を継続

できるよう，励まし支援する。 

・自分でできる簡単な調理について指導する。 など 

 

６ 

（１） 月経前症候群 

（２） 髄膜炎菌性髄膜炎 

（３） 起立性調節障害（ＯＤも可） 

（４） 脳脊髄液減少症 

   各１点 

    ４点 



（全３枚中の３枚目）  

 
校種  養護教諭  受験番号  

 

 

⑥    養護一般   解答例  

７ 

① 体操着 ② 長い ③ 職員トイレ 

④ 名簿 ⑤ 別メニュー ⑥ 上半身 

⑦ レポート ⑧ １人部屋 ⑨ 入浴 

  各１点 

   ９点 

 

８ 

（１）

各１点 

４点 

① 開封前 ② 直射日光 ③ 施錠 

④ 保健日誌 

（２） 

 

１０点 

①

各１点 

３点 

ａ 薬袋 ｂ 服薬指導 ｃ 介助 

② 

各２点 

４点 

患者の容態が安定していること 

医薬品の使用に関して専門的配慮が必要でないこと 

③ 

各１点

３点 

湿布薬の貼付，点眼薬の点眼，一包化された内服薬の内服 

肛門からの坐薬の挿入，鼻腔粘膜への薬剤噴霧  

 上記５つから３つ 

 

 

９ 

① うつ病 ② 過眠 ③ 統合失調症 

④ リスク ⑤ 社交 ⑥ パニック 

⑦ 摂食障害 ⑧ 過食（大食も可）   

  各１点 

   ８点 

 

 


